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   Ｃ１０Ｍ 105/06     (2006.01)
   Ｃ１０Ｍ 105/04     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  13/00     (2006.01)
   Ａ６２Ｄ   1/02     (2006.01)
   Ａ６２Ｃ  13/64     (2006.01)
   Ｃ１０Ｎ  40/30     (2006.01)
【ＦＩ】
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   Ａ６２Ｃ  13/64    　　　　
   Ｃ１０Ｎ  40:30    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年11月30日(2010.11.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　０．１質量パーセント～９９．９質量パーセントのＺ－１，２，３，３，３－ペンタフ
ルオロプロペンおよび９９．９質量パーセント～０．１質量パーセントのＥ－１，２，３
，３，３－ペンタフルオロプロペンを含むＡ組成物を含む共沸または近共沸組成物。
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【請求項２】
　１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペンについての冷凍能力の向上方法であって
、Ｅ－異性体の量に対してＺ－異性体の量を増やすことを含む方法。
【請求項３】
　冷却しようとする物体の近傍で、請求項１に記載の組成物を蒸発させること、その後上
記組成物を凝縮させることを含む冷却を生成させる方法。
【請求項４】
　加熱しようとする物体の近傍で、請求項１に記載の組成物を凝縮させること、その後上
記組成物を蒸発させることを含む、加熱を生成させる方法。
【請求項５】
　請求項１に記載の組成物を含む気泡発泡剤。
【請求項６】
　（ａ）請求項１に記載の組成物を発泡性組成物に添加すること、
　（ｂ）気泡を形成するのに有効な条件下に発泡性組成物を反応させること
を含む気泡の形成方法。
【請求項７】
　請求項１に記載の組成物を含むスプレー可能な組成物。
【請求項８】
　請求項１に記載の組成物をエアゾール容器中の活性成分に加えることを含むエアゾール
製品の製造方法であって、上記組成物が噴射剤として機能する方法。
【請求項９】
　火炎を請求項１に記載の組成物を含む流体と接触させる工程を含む火炎の抑制方法。
【請求項１０】
　（ａ）請求項１に記載の組成物を含む試剤を備えること、
　（ｂ）該試剤を加圧吐出システムに配置すること、
　（ｃ）上記試剤をある区域へ吐出して当該区域で火を消すかまたは抑制すること
を含むトータル－フラッド適用における火の消火または抑制方法。
【請求項１１】
　（ａ）請求項１に記載の組成物を含む試剤を備えること、
　（ｂ）該試剤を加圧吐出システムに配置すること、
　（ｃ）上記試剤をある区域へ吐出して火災または爆発が起こるのを防ぐこと
を含む火災または爆発を防止するための区域の不活性化方法。
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